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平成31年度

施政方針

　七
ヶ
浜
町
震
災
復
興
計
画
﹇
２

０
１
１-

２
０
２
０
﹈
の
終
期
ま
で

残
す
と
こ
ろ
２
年
。正
に
「
復
興
の

総
仕
上
げ
」
が
間
近
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
津
波
被
害
に
よ
り
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
本
町
で
は
、
被

災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事

業
や
都
市
公
園
（
津
波
防
災
緑
地
）

事
業
な
ど
の
整
備
も
着
実
に
進

み
、
住
民
の
暮
ら
し
と
自
然
が
調

和
し
た
、
七
ヶ
浜
町
ら
し
い
ま
ち

づ
く
り
が
実
現
し
て
お
り
ま
す
。

　復
旧
・
復
興
事
業
の
う
ち
ハ
ー

ド
面
で
は
、
長
須
賀
地
区
の
移
転

元
地
の
整
備
を
除
き
、
年
度
末
ま

で
の
完
了
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。沿
岸
部
で
は
、
菖
蒲
田
海
水
浴

場
や
花
渕
浜
舘
下
地
区
を
中
心
に

新
た
な
賑
わ
い
が
創
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
年
度
に
お
い
て
も
本
町

の
飛
躍
が
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
町
民
や
関
係
機
関
と
共
に
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　さ
て
、
我
が
国
で
は
超
高
齢
社

会
が
到
来
し
、「
人
生
１
０
０
年
時

代
」
が
現
実
に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。同
時
に
、
社
会
全
体
で
は
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
み
、Ａ

Ｉ
（
人

工

知

能
）
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

（In
te
rn
e
t o
f T
h
in
g
s

「
モ
ノ
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」）
と
い
っ
た
技

術
革
新
の
波
も
押
し
寄
せ
て
お
り

ま
す
。

　し
か
し
我
々
は
、
ど
ん
な
時
代

に
あ
っ
て
も
「
心
の
豊
か
さ
」
を
失

う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。本
町
に
お
い
て
は
、
町
の
将
来

を
見
据
え
る
上
に
お
い
て
も
、
世

界
に
通
用
す
る
人
材
に
育
て
る
た

め
の
英
語
教
育
の
強
化
、
更
に
は
、

町
民
の
健
康
づ
く
り
を
最
重
要
施

策
と
し
て
進
め
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　ま
た
、
６
つ
の
政
策
軸
と
し
て

掲
げ
た
「
安
全
で
安
心
な
防
災
と

減
災
の
推
進
」「
世
界
に
通
用
す
る

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育

成
」「
安
心
し
て
生
活
で
き
る
福
祉

の
充
実
」「
地
域
力
の
構
築
」「
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
」「
地
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場
産
業
の
新
た
な
挑
戦
」
に
お
い

て
は
、
行
政
運
営
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
に
よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

十
分
に
行
い
、
本
年
度
に
お
い
て

更
な
る
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。　本

町
に
は
、
先
人
た
ち
か
ら
引

き
継
が
れ
て
き
た
歴
史
、
文
化
、
自

然
環
境
な
ど
誇
る
べ
き
ブ
ラ
ン
ド

力
が
あ
り
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
こ
の
町
に
住
み
た
い
。
住

む
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
る
。」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
魅
力
あ

る
ま
ち
を
本
年
度
も
引
き
続
き
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　な
お
、
本
年
度
の
予
算
編
成
で

は
、
６
つ
の
政
策
軸
に
加
え
、
本
町

の
基
本
理
念
で
あ
る
、「
自
然
と
の

調
和
に
よ
り
、
人
間
ら
し
く
生
き
、

快
適
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
」
や
、「
七
ヶ
浜
町
長
期
総
合
計

画(

震
災
復
興
計
画)

後
期
基
本

計
画 

２
０
１
６―

２
０
２
０
」
並

び
に
「
七
ヶ
浜
町
総
合
戦
略
２
０

１
５―

２
０
１
９
」
と
の
整
合
を

図
っ
た
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。

　魅
力
あ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け

た
新
規
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
次

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　　本
町
で
は
復
興
が
早
期
に
進

み
、
被
災
さ
れ
た
住
民
の
生
活
再

建
に
つ
い
て
は
、
だ
い
ぶ
落
ち
着

き
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。一
方
、
あ

の
大
震
災
を
経
験
さ
れ
た
方
々
の

心
の
ケ
ア
に
は
、
引
き
続
き
丁
寧

な
対
応
が
必
要
で
す
。
本
年
度
に

お
い
て
も
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
、
沿
岸
地
域
に
お
け
る

産
業
・
生
業
の
再
生
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　ま
た
、
沿
岸
４
地
区
で
進
め
て

き
た
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
菖
蒲
田

浜
地
区
と
代
ヶ
崎
浜
Ａ
地
区
の
清

算
事
務
を
進
め
、
花
渕
浜
地
区
と

代
ヶ
崎
浜
Ｂ
地
区
に
つ
い
て
は
、

公
共
施
設
等
の
整
備
を
行
い
換
地

処
分
に
向
け
着
実
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　更
に
は
、
防
災
集
団
移
転
事
業

の
移
転
元
地
と
し
て
最
大
規
模
の

用
地
と
な
っ
て
い
る
長
須
賀
地
区

に
お
い
て
、
復
興
交
付
金
を
活
用

し
た
多
目
的
広
場
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

　こ
の
他
、
賑
わ
い
が
創
出
さ
れ

て
い
る
花
渕
浜
舘
下
地
区
を
は
じ

め
と
す
る
移
転
元
地
業
務
系
に
お

い
て
は
、
新
規
事
業
者
を
誘
致
す

る
た
め
の
環
境
を
整
え
、
補
助
制

度
の
活
用
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま

す
。　平

成
28
年
度
か
ら
推
進
し
て
い

る
「
七
ヶ
浜
町
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
お
い
て
は
、

本
年
度
に
お
い
て
更
な
る
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
様
々

な
施
策
に
お
い
て
英
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
も
、
今
後
設
置
す
る
道
路
案

内
板
や
公
共
施
設
サ
イ
ン
へ
の
英

語
併
記
、
ご
み
分
別
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
英
語
版
を
作
成
す
る
な
ど
、

可
能
な
限
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境

を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　こ
の
他
、
２
０
２
０
年
４
月
か

ら
行
わ
れ
る
姉
妹
都
市
プ
リ
マ
ス

４
０
０
周
年
祭
へ
の
本
町
か
ら
の

参
加
に
向
け
て
、
庁
内
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

　　子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環

境
を
提
供
す
る
た
め
、「
七
ヶ
浜
町

第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

　心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
の
対

象
に
は
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
級
所
持
者
を
加
え
ま
す
。

　東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
、
災

害
公
営
住
宅
に
居
住
す
る
世
帯
の

一
部
に
つ
い
て
は
、
町
独
自
の
家

賃
減
免
を
行
い
ま
す
。同
じ
く
、
罹

災
し
た
児
童
の
保
育
所
及
び
留
守

「
震
災
復
興
」

「
人
材
育
成
」

「
福
祉
の
充
実
」

被災市街地復興土地区画整理事業（花渕浜地区）被災市街地復興土地区画整理事業（花渕浜地区）
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家
庭
児
童
館
保
育
料
の
減
免
に
つ

い
て
、
本
年
度
も
継
続
い
た
し
ま

す
。　町

民
の
健
康
寿
命
延
伸
に
つ
な

が
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

か
ら
重
点
的
に
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。新
規
事
業
と
し
て
、
仕
事
や

子
育
て
が
多
忙
な
年
代
へ
の
健
康

づ
く
り
の
機
会
と
す
る
「
ア
ク
ア

リ
ー
ナ
無
料
体
験
」、
糖
尿
病
合
併

症
の
リ
ス
ク
が
高
い
方
の
う
ち
医

療
機
関
の
未
受
診
者
・
治
療
中
断

者
へ
適
切
な
受
診
勧
奨
を
行
う

「
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
事

業
」、
む
し
歯
予
防
を
効
果
的
に
行

う
「
幼
児
健
診
フ
ッ
化
物
塗
布
事

業
」、
が
ん
患
者
の
治
療
や
社
会
参

加
を
支
援
す
る
「
が
ん
患
者
医
療

用
ウ
ィ
ッ
グ
購
入
費
助
成
事
業
」、

町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
自
ら
が
ス
ト

レ
ス
状
態
を
確
認
す
る
「
心
の
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」、
体
内
の
水
分

バ
ラ
ン
ス
を
適
正
に
保
つ
「
健
康

の
た
め
水
を
飲
も
う
」の
推
進
、
本

町
の
特
産
品
を
活
用
し
た
「
健
康

増
進
レ
シ
ピ
の
創
作
と
本
の
製

作
」、
保
護
者
へ
食
生
活
の
関
心
を

高
め
る
「
学
校
給
食
メ
ニ
ュ
ー
の

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
発
信
」、
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
内
の
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

場
と
健
康
遊
具
を
利
用
し
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、

筋
ト
レ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
簡
単
な
英

会
話
レ
ッ
ス
ン
と
食
生
活
セ
ミ

ナ
ー
を
盛
り
込
ん
だ
総
合
型
健
康

教
室
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　本
町
が
目
指
す
べ
き
姿
を
示
し

た
「
七
ヶ
浜
町
長
期
総
合
計
画
」
に

つ
い
て
は
、
現
計
画
の
終
期
が
２

０
２
０
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
年
度
は
次
期
計
画

策
定
に
備
え
る
た
め
、
住
民
満
足

度
調
査
や
地
区
懇
談
会
を
行
い
ま

す
。　平

成
30
年
度
に
お
い
て
策
定
し

た
「
七
ヶ
浜
町
地
域
防
災
計
画 

個

別
支
援
方
針
」
に
基
づ
く
構
築
体

制
に
つ
い
て
は
、
要
支
援
者
に
関

す
る
情
報
共
有
や
避
難
支
援
を
各

地
区
と
の
要
支
援
者
ケ
ー
ス
会
議

や
地
域
福
祉
推
進
会
議
に
よ
り
強

化
し
、
よ
り
実
践
的
な
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　町
内
の
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、

国
際
条
約
に
よ
り
２
０
２
１
年
か

ら
水
銀
灯
及
び
蛍
光
灯
の
製
造
が

中
止
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
地
区

で
管
理
し
て
い
る
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
に
対
す
る
助
成
制
度
を
創
設

し
、
町
管
理
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い

て
も
随
時
交
換
等
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　地
域
に
お
け
る
不
法
投
棄
や
違

反
ご
み
の
抑
制
と
し
て
、
監
視
カ

メ
ラ
の
設
置
や
貸
し
出
し
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　こ
の
他
、
地
方
創
生
推
進
交
付

金
を
活
用
し
た
移
住
支
援
事
業
補

助
金
を
創
設
し
、
東
京
圏
か
ら
の

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
移
住
促
進
及
び

事
業
者
の
担
い
手
不
足
解
消
を
図

り
ま
す
。

　平
成
28
年
11
月
に
運
行
内
容
を

大
幅
改
正
し
た
町
民
バ
ス
「
ぐ
る

り
ん
こ
」は
、
平
成
31
年
２
月
に
お

い
て
１
０
０
万
人
を
達
成
す
る
な

ど
、
利
用
者
が
着
実
に
増
加
し
て

お
り
ま
す
。本
年
度
に
お
い
て
は
、

バ
ス
利
用
の
実
態
調
査
を
行
い
、

将
来
的
に
も
持
続
可
能
な
公
共
交

通
で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
な
が

ら
、課
題
の
認
識
に
努
め
ま
す
。

　な
お
、
町
民
バ
ス
の
利
用
促
進

策
と
し
て
は
、
通
勤
や
通
学
に
便

利
な
定
期
券
の
Ｐ
Ｒ
を
は
じ
め
、

65
歳
以
上
の
運
転
経
歴
証
明
書
提

示
者
へ
の
１
年
間
運
賃
無
料
、
中

学
校
卒
業
時
の
お
試
し
乗
車
券
配

布
な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　ま
た
、
通
学
路
の
安
全
確
保
や

交
通
マ
ナ
ー
の
改
善
な
ど
を
推
進

し
、「
最
も
安
全
で
安
心
な
ま
ち
」

の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。　第

１
次
産
業
従
事
者
の
後
継
者

育
成
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年

度
か
ら
創
設
し
た
新
規
就
労
者
支

「
地
域
力
の
構
築
」

「
交
通
対
策
」

「
地
場
産
業
へ
の

　
　
　
　新
た
な
挑
戦
」

町民バス「ぐるりんこ」町民バス「ぐるりんこ」
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援
事
業
補
助
金
を
は
じ
め
、
平
成

31
年
２
月
に
設
置
し
た
空
家
バ
ン

ク
の
活
用
を
同
時
に
図
る
な
ど
、

可
能
な
限
り
促
進
し
て
い
き
ま

す
。　ま

た
、
本
町
ゆ
か
り
の
西
洋
野

菜
と
し
て
平
成
30
年
度
か
ら
ブ
ラ

ン
ド
化
が
始
ま
っ
た
「
ル
バ
ー
ブ
」

の
普
及
促
進
や
、
本
町
に
お
け
る

地
域
資
源
の
可
能
性
調
査
な
ど
、

町
民
の
生
業
や
生
き
が
い
を
創
生

す
る
施
策
に
つ
い
て
、
関
係
者
と

一
体
に
な
り
な
が
ら
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　　次
に
、「
七
ヶ
浜
町
長
期
総
合
計

画 

後
期
基
本
計
画

[

２
０
１
６―

２
０
２
０]

」
の
基
本
目
標
に
基
づ

き
、
平
成
31
年
度
の
主
な
施
策
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

(1)
都
市
公
園

(

津
波
防
災
緑
地

)

な
ど
の
適
切
な
管
理
に
よ
り
、

七
ヶ
浜
町
ら
し
い
景
観
を
保
全

し
ま
す
。

(2)
松
く
い
虫
被
害
状
況
の
把
握
、

被
害
木
の
伐
倒
処
理
、
伐
倒
処

理
木
の
撤
去
及
び
防
除
薬
剤
の

散
布
を
行
い
ま
す
。

(3)
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
団

体
や
地
区
住
民
の
協
力
に
よ

り
、
花
に
よ
る
景
観
形
成
を
推

進
し
ま
す
。

(1)
第
１
次
産
業
従
事
者
の
後
継
者

育
成
と
し
て
、
新
規
就
労
者
に

対
す
る
支
援
事
業
補
助
金
と
移

住
策
を
活
用
し
な
が
ら
促
進
し

ま
す
。

(2)
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整

理
事
業
の
業
務
系
用
地
へ
の
産

業
誘
導
支
援
と
し
て
、
事
業
所

等
の
建
物
に
係
る
利
子
補
給
制

度
の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

(3)
新
た
な
地
域
資
源
の
開
拓
に
つ

い
て
、調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

(4)
本
町
ゆ
か
り
の
西
洋
野
菜
「
ル

バ
ー
ブ
」の
普
及
に
つ
い
て
、
町

内
レ
ス
ト
ラ
ン
等
で
の
メ

ニ
ュ
ー
定
着
や
生
産
者
の
拡
大

を
促
進
し
ま
す
。

(1)
防
犯
灯
や
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
促
進
し
、
二
酸
化
炭
素
の
排

出
を
抑
制
し
ま
す
。

(2)
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
補
助
金
制
度
を
推
進
し
ま

す
。

(3)
英
語
版
の
ご
み
分
別
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
外
国
人
に

配
布
す
る
他
、
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
し
ま
す
。

(4)
不
法
投
棄
や
違
反
ご
み
の
抑
制

策
と
し
て
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設

置
、地
区
へ
の
貸
与
を
行
い
ま
す
。

(1)
町
民
の
健
康
寿
命
延
伸
に
関
す

る
施
策
を
、
横
断
的
な
体
制
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

(2)
仕
事
や
子
育
て
が
多
忙
な
世
代

（
35
歳
〜
45
歳
）
を
対
象
に
ア
ク

ア
リ
ー
ナ
の
無
料
体
験
日
を
設

け
、
利
用
者
増
加
と
町
民
の
健

康
増
進
を
図
り
ま
す
。

(3)
糖
尿
病
性
腎
症
等
で
合
併
症
の

リ
ス
ク
が
高
い
方
の
う
ち
、
医

療
機
関
の
未
受
診
者
・
治
療
中

断
者
へ
適
切
な
受
診
勧
奨
を
行

う
「
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予

防
事
業
」を
行
い
ま
す
。

(4)
１
歳
６
か
月
児
健
診
、
２
歳
６

か
月
児
歯
科
健
診
及
び
３
歳
児

健
診
に
お
い
て
、
む
し
歯
予
防

に
効
果
的
な
フ
ッ
化
物
塗
布
を

実
施
し
ま
す
。

(5)
が
ん
治
療
に
伴
う
脱
毛
で
購
入

し
た
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
費
用

に
対
し
、助
成
を
行
い
ま
す
。

(6)
簡
易
的
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

が
行
え
る
シ
ス
テ
ム
を
、
町

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
い
て
構
築

し
ま
す
。

(7)
体
内
の
水
分
バ
ラ
ン
ス
を
適
正

に
保
つ
た
め
「
健
康
の
た
め
水

を
飲
も
う
」を
推
進
し
ま
す
。

(8)
本
町
の
特
産
品
を
活
用
し
た
健

康
増
進
レ
シ
ピ
の
創
作
と
本
を

製
作
し
ま
す
。

(9)
保
護
者
へ
の
食
生
活
の
関
心
を

高
め
る
た
め
、
学
校
給
食
メ

ニ
ュ
ー
を
町
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

に
掲
載
し
ま
す
。

(10)
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
と
健
康
遊
具

を
利
用
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
ト
レ
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
中
に
簡
単
な
英
会
話

レ
ッ
ス
ン
や
食
生
活
セ
ミ
ナ
ー

を
盛
り
込
ん
だ
総
合
型
健
康
教

室
を
行
い
ま
す
。

(11)
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環

境
を
総
合
的
に
計
画
す
る

「
七
ヶ
浜
町
第
２
期
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策

定
し
ま
す
。

(12)
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
対
象

35歳～45歳を対象にアクアリーナ無料体験日設定35歳～45歳を対象にアクアリーナ無料体験日設定

基
本
目
標

　

自
然
と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り

１

基
本
目
標

　

地
域
資
源
を
い
か
し
た
活
気

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

２

基
本
目
標

　

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

４

基
本
目
標

　

地
球
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

３
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35歳～45歳対象のアクアリーナ無料体験日35歳～45歳対象のアクアリーナ無料体験日
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一
般
会
計
予
算

　73
億
９
０
０
０
万
円

歳入

　に
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
所
持
者
を
加
え
ま
す
。

(1)
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

の
育
成
に
つ
な
が
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

(2)
文
部
科
学
省
よ
り
教
育
課
程
特

例
校
に
指
定
さ
れ
て
い
る
小
学

校
の
英
語
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
精
度
を
あ
げ
、
中
学
校
に
お

い
て
も
、
新
た
な
英
語
教
育
の

取
り
組
み
に
よ
り
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
ま
す
。

(3)
近
年
の
夏
場
に
お
け
る
厳
し
い

気
象
条
件
に
対
応
す
る
た
め
、

小
中
学
校
の
教
室
に
空
調
設
備

を
設
置
し
ま
す
。

(4)
三
つ
の
小
学
校
を
会
場
と
し

た
、
小
学
校
と
地
区
民
合
同
の

大
運
動
会
を
行
い
ま
す
。

(5)
学
校
に
お
け
る
業
務
改
善
の
た

め
、
学
校
給
食
費
を
町
が
徴
収

す
る
よ
う
環
境
を
整
え
て
い
き

ま
す
。

(1)
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整

理
事
業
に
よ
る
被
災
沿
岸
地
域

の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

(2)
「
七
ヶ
浜
町
地
域
防
災
計
画 

個

別
支
援
方
針
」
に
基
づ
く
要
支

援
者
に
関
す
る
情
報
共
有
や
避

難
支
援
体
制
を
各
地
区
と
の
要

支
援
者
ケ
ー
ス
会
議
や
地
域
福

祉
推
進
会
議
に
よ
り
強
化
し
、

よ
り
実
践
的
な
取
り
組
み
と
し

て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

(3)
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用

し
た
移
住
支
援
事
業
補
助
金
を

創
設
し
、
東
京
圏
か
ら
の
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
の
移
住
促
進
及
び
事

業
者
の
担
い
手
不
足
解
消
を
図

り
ま
す
。

(4)
「
七
ヶ
浜
町
空
家
バ
ン
ク
」
の
活

用
を
図
り
ま
す
。

(5)
町
内
地
域
間
連
携
に
よ
り
、
本

町
の
魅
力
発
見
や
地
域
力
の
構

築
に
つ
な
が
る
心
の
復
興
事
業

を
行
い
ま
す
。

(6)
今
後
設
置
す
る
道
路
案
内
板
や

公
共
施
設
サ
イ
ン
へ
の
英
語
併

記
、
ご
み
分
別
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
英
語
版
を
作
成
す
る
な
ど
、

可
能
な
限
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環

境
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

(7)
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
行
わ
れ

る
姉
妹
都
市
プ
リ
マ
ス
４
０
０

周
年
祭
へ
の
参
加
に
向
け
て
、

庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
ま
す
。

基
本
目
標

　

活
力
の
あ
る
ひ
と
を
育
む
ま

ち
づ
く
り

５

基
本
目
標

　

ひ
と
と
ま
ち
が
協
働
し
共
に

築
く
ま
ち
づ
く
り

６

昨年のプリマス訪問時の様子昨年のプリマス訪問時の様子
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歳出

(8)
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と

希
望
を
未
来
に
伝
え
る
「
七
ヶ

浜
町
東
日
本
大
震
災
メ
モ
リ
ア

ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
を
菖
蒲
田

浜
の
眺
望
崎
（
大
東
館
跡
地
）
に

設
置
し
ま
す
。

(1)
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
移
転

元
地
の
長
須
賀
地
区
に
お
い

て
、
復
興
交
付
金
を
活
用
し
た

多
目
的
広
場
を
整
備
し
ま
す
。

(2)
各
地
区
で
管
理
し
て
い
る
防
犯

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
対
す
る
助
成

制
度
を
創
設
し
、
町
管
理
の
街

路
灯
と
併
せ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

(3)
児
童
・
生
徒
が
通
行
す
る
通
学

路
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

関
係
機
関
に
よ
る
通
学
路
交
通

安
全
合
同
点
検
を
行
い
ま
す
。

(4)
町
民
の
足
と
し
て
、
七
ヶ
浜
町

民
バ
ス
「
ぐ
る
り
ん
こ
」
と
「
多

賀
城
東
部
線
」を
運
行
し
ま
す
。

(5)
七
ヶ
浜
町
民
バ
ス
「
ぐ
る
り
ん

こ
」の
利
用
促
進
の
た
め
、
65
歳

以
上
の
運
転
経
歴
証
明
書
提
示

の
場
合
、
１
年
間
の
運
賃
を
無

料
と
す
る
ほ
か
、
中
学
校
卒
業

時
に
お
試
し
乗
車
券
を
交
付
し

ま
す
。

(6)
七
ヶ
浜
町
民
バ
ス
「
ぐ
る
り
ん

こ
」
及
び
「
多
賀
城
東
部
線
」
の

バ
ス
利
用
実
態
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

(1)
被
災
者
支
援
及
び
住
宅
復
興
に

関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。

(2)
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
Ｐ
Ｃ
な
ど
マ
ル
チ
デ
バ
イ
ス

で
の
閲
覧
を
最
適
化
し
た
町

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
り
、
迅
速

か
つ
分
か
り
や
す
い
情
報
を
提

供
し
ま
す
。

(3)
町
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
活
用
に

よ
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
伝

え
き
れ
な
い
観
光
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
、
本
町
の
魅
力
を
発
信
し

ま
す
。

(1)
次
期
「
七
ヶ
浜
町
長
期
総
合
計

画
」の
策
定
に
備
え
る
た
め
、
住

民
満
足
度
調
査
や
地
区
懇
談
会

を
行
い
ま
す
。

(2)
「
七
ヶ
浜
町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
す
。

(3)
安
定
的
な
行
財
政
運
営
を
確
保

す
る
た
め
、
効
率
・
効
果
的
視

点
に
基
づ
く
事
務
事
業
の
精
査

を
実
施
す
る
な
ど
、
更
な
る
行

政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

(4)
「
七
ヶ
浜
町
長
期
総
合
計
画
」
で

掲
げ
た
施
策
の
検
証
を
行
う
な

ど
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
強
化
し
ま
す
。

基
本
目
標

　

安
全
で
快
適
な
生
活
を
営
む

こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

７

基
本
目
標

　

住
民
と
行
政
と
の
信
頼
関
係

が
構
築
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

８

基
本
目
標

　

長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
立
っ

た
ま
ち
づ
く
り

９



ロ
ッ
ク
・
ペ
ー
パ
ー
・
シ
ザ
ー

ス
！

　ワ
ン
！
ト
ゥ
ー
！
ス

リ
ー
！

　

３
月
30
日
、
国
際
村
で
中
学
生
を
対

象
と
し
た
Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ 

Ｄ
ａ
ｙ 

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
を
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
、

新
中
学
生
を
含
め
た
８
名
が
参
加
し
、

国
際
交
流
員
の
タ
イ
ラ
ー
、
テ
ィ
ム

と
、
ド
イ
ツ
、
フ
ィ
ジ
ー
、
ラ
オ
ス
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
の
計
６
名
の
講
師

が
子
供
た
ち
と
触
れ
合
い
ま
し
た
●

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
国
際
交
流
員
の
会
話

を
聞
い
て
答
え
を
導
き
出
す
も
の
や
、

好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
や
食
べ
物
を
英
語

で
質
問
を
す
る
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。ま
た
、
講
師
に
よ
る
母
国

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
り
と
、
異
文
化
理
解
と
英
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
二
分
に
楽
し
ん

だ
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

清
掃
活
動
で
交
流
深
め
る
／

吉
田
浜
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　３
月
９
日
、
君
ヶ
岡
公
園
で
吉
田
浜

地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
16
名
と
山

形
県
朝
日
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

18
名
が
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
●
こ

の
２
団
体
の
交
流
は
、
平
成
29
年
に
吉

田
浜
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
山

形
県
朝
日
町
を
訪
問
し
、
交
流
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
始
ま
り
ま
し
た
●
当

日
は
清
掃
活
動
中
、
吉
田
浜
地
区
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
が
君
ヶ
岡
公
園
の
由
縁

な
ど
を
お
話
し
し
て
い
ま
し
た
。一
方

で
、
朝
日
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
は

七
ヶ
浜
町
に
と
て
も
関
心
を
持
っ
て
い

る
よ
う
で
、「
君
ヶ
岡
公
園
か
ら
眺
め
る

海
の
景
色
が
す
ば
ら
し
い
」
と
お
話
し

し
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、
吉
田
浜
公
民

分
館
で
懇
談
会
を
開
催
し
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
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Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
寄
贈
／

長
年
の
支
援
に
感
謝

　３
月
20
日
、
東
北
電
力
株
式
会
社
塩

釜
電
力
セ
ン
タ
ー
様
、
株
式
会
社
ユ
ア

テ
ッ
ク
塩
釜
営
業
所
様
よ
り
Ｌ
Ｅ
Ｄ

防
犯
灯
10
灯
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
●

本
町
で
は
昭
和
63
年
か
ら
、
東
日
本
大

震
災
の
影
響
で
中
断
し
て
い
た
期
間

を
除
き
、
約
30
年
間
当
町
の
防
犯
行
政

の
推
進
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
●
今
回
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
は
、
現
在
設
置
し
て
い

る
町
内
の
水
銀
灯
や
蛍
光
灯
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
し
、Ｃ
Ｏ
２
削
減
な
ど
、
環
境
面

に
配
慮
し
な
が
ら
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
一
層
推
進
し
ま
す
●
寺

澤
町
長
は
、「
長
年
に
わ
た
り
本
町
に

ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
御
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

西
洋
野
菜
「
ル
バ
ー
ブ
」
の

栽
培
講
習
会
！

　３
月
17
日
、
海
遊
ほ
の
ぼ
の
農
園
で

宮
城
県
農
業
・
園
芸
総
合
研
究
所
の

澤
里
昭
寿
さ
ん
に
よ
る
「
ル
バ
ー
ブ
栽

培
講
習
会
」
を
行
い
ま
し
た
●
当
日
は

43
名
が
参
加
。種
の
蒔
き
方
か
ら
株
分

け
の
仕
方
、
畑
へ
の
植
え
方
ま
で
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
、
参
加
者
は
と
て
も

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
参
加
者
の
中
に
は
「
こ
の
機
会
に

海
遊
ほ
の
ぼ
の
農
園
を
借
り
て
、
ル
バ

ー
ブ
を
栽
培
し
た
い
」
と
い
う
方
も
い

ま
し
た
●
こ
れ
か
ら
西
洋
野
菜
「
ル
バ

ー
ブ
」
を
七
ヶ
浜
町
の
ブ
ラ
ン
ド
品
と

し
て
育
て
、
商
品
化
や
料
理
の
開
発
、

雇
用
創
出
、
生
き
が
い
づ
く
り
、
そ
し

て
町
民
の
自
慢
、
誇
り
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
、
産
学
官
民
連
携
事
業
と
し
て

行
っ
て
い
き
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
場
と
し

て
活
用
／
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
募
金

　３
月
22
日
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
東
北
応

援
社
員
募
金
に
よ
る
寄
附
採
納
式
を

役
場
で
行
い
ま
し
た
●
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
東
北
応
援
社
員
募
金
は
、「
子
ど
も
」

「
障
が
い
者
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
」

「
産
業
復
興
」に
寄
与
し
、
か
つ
、
支
援

を
必
要
と
し
て
い
る
被
災
者
の
方
々

に
直
接
的
に
役
立
つ
取
り
組
み
を
対

象
と
し
て
寄
附
を
行
っ
て
い
ま
す
●

今
回
寄
附
さ
れ
る
の
は
、
吉
田
浜
地
区

広
場
に
設
置
す
る
ベ
ン
チ
と
あ
ず
ま

や
で
す
。吉
田
浜
地
区
広
場
は
、
吉
田

浜
地
区
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

支
援
の
た
め
、
平
成
28
年
度
に
整
備
。

地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と

し
て
、
隣
接
す
る
東
北
大
学
ヨ
ッ
ト
部

や
釣
り
客
な
ど
の
憩
い
の
場
に
、
こ
の

寄
附
が
活
用
さ
れ
ま
す
。

鎌
倉
市
で
Ｎ
ａ
Ｎ
ａ
☆
５
９
３

１
が
熱
演
！

　３
月
９
日
、
神
奈
川
県
鎌
倉
市
の

鎌
倉
芸
術
館
で
、
七
ヶ
浜
国
際
村
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
Ｎ
ａ
Ｎ

ａ
☆
５
９
３
１
が
震
災
を
題
材
と
し

た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
ゴ
ー
ヘ 

Ｇ
ｏ 

Ａ

ｈ
ｅ
ａ
ｄ
』
の
公
演
を
行
い
ま
し
た

●
今
回
の
公
演
は
東
日
本
大
震
災
伝

承
活
動
の
一
環
と
し
て
、
震
災
直
後

か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
鎌
倉
の

皆
様
へ
の
御
礼
と
、
震
災
を
風
化
さ

せ
な
い
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
35
名
の
メ
ン
バ
ー
が
熱
演
し
、

鎌
倉
の
皆
さ
ん
か
ら
感
動
の
涙
と
、

大
き
な
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。
翌
日

３
月
10
日
に
は
、
鎌
倉
市
役
所
駐
車

場
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
演

し
、
約
30
分
間
の
ス
テ
ー
ジ
を
披
露

し
ま
し
た
。
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「ルバーブ」

短

　歌

俳

　句
三
月
や
南
国
情
緒
の
多
聞
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　森

　新
一
郎

け
た
た
ま
し
サ
イ
レ
ン
の
音
や
二
月
尽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　小
玉

　礼
子

お問い合わせは、健康増進課保健指導係まで　☎357－7448

ね

に 

が
つ 

じ
ん

ち
ょ
う
ぼ
う

　「ルバーブ」という野菜を食べたことがありますか？　ルバーブは七ヶ浜町
ゆかりの野菜で、明治２３年（１８９０年）頃に高山の外国人避暑地の方がア
メリカから種子を手に入れ、日本で初めて栽培が始まったのではないかと言
われている西洋野菜です。町では昨年６月にキックオフイベントを、今年３月
には栽培についての講習会を行っています。
「ルバーブ」ってどんな野菜？
　シベリアが原産といわれる多年草、タデ科ダイオウ属の野菜で、和名を「食
用大黄（しょくようだいおう）」といいます。成分としてリンゴ酸・クエン酸・
シュウ酸を含むため、特殊な香気と酸味を持つ野菜です。葉柄を利用する野菜
ですが、葉にはシュウ酸が多く含まれるため食用には向かず、葉柄（茎）の部分
を食用とします。
　ルバーブ自体に適量のペクチンとクエン酸を含むため、ジャムに加工する
ときにこれらをあらためて添加する必要がなく、また、加熱後短時間で煮崩れ
るため、ジャムに向いている食品です。
※葉の部分に含まれるシュウ酸は血液中のカルシウムイオンと強く結びつく
特性があり、多量にとると健康を阻害することがあります。
ルバーブの食べ方
　ジャムにするのが最も簡単な調理法ですが、形や歯ごたえを残す食べ方と
しては、甘酢漬けやシロップ漬け・ピクルスなどもおすすめです。
ルバーブレシピ･･･＜ルバーブジャム＞

多
聞
山
眺
望
楽
し
む
春
の
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　八
田

　博
子

＜材料＞

・ルバーブ　…４００ｇ
・砂　糖　　…２００ｇ

作り方
①ルバーブはよく洗い、２センチ長さのざく
切りにする。

②なべに入れ、ルバーブに砂糖をまぶして数
時間置く。（なべは酸に強いホーローがお勧
めです。）

③水が出て、砂糖が溶けたら中火にかける。沸
騰したら弱火にして時々かき混ぜ、アクを
除く。形がなくなるまで煮詰める。
※好みでレモン汁を加えてもよい。
　砂糖はルバーブの50％～60％を目安にする



は
ま
の
保
健
だ
よ
り

　町内では、海沿いなどを朝早くからウォーキングをしている方
の姿を多く見かけます。朝のさわやかな空気を吸って元気に
ウォーキング ... とても健康的ですね！
　みなさんは『「健康だな」、「元気だな」って感じるのはどんな
時？』そう聞かれたら、どう答えますか？
　「朝の目覚めがさわやかな時」、「ご飯がおいしい時」、「お通じが
良い時」... 様々ですが、今回はその中から、朝の目覚めと睡眠につい
てご紹介します。

参考：e-ヘルスネット 厚生労働省 生活習慣病予防のための健康情報サイト
厚生労働省健康局　健康づくりのための睡眠指針 2014
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あ
な
た
の
目
覚
め
と
睡
眠
は

い
か
が
で
す
か
？

あ
な
た
の
目
覚
め
と
睡
眠
は

い
か
が
で
す
か
？　　自

然
な
目
覚
め
や
眠
気
が
起
こ

る
の
は
、
脳
の
中
に
あ
る
体
内
時
計

が
働
く
か
ら
で
す
。い
つ
も
起
き
る

時
間
が
近
づ
く
と
、
体
内
時
計
は

「
自
律
神
経
系
」
や
「
内
分
泌
ホ
ル
モ

ン
」
に
働
き
か
け
て
、
体
温
や
血
圧

を
上
昇
さ
せ
、
脳
と
か
ら
だ
が
活
動

し
や
す
く
な
り
ま
す
。そ
こ
に
目
か

ら
朝
の
光
が
入
っ
て
く
る
と
、
脳
の

働
き
が
促
さ
れ
て
目
覚
め
が
起
き

る
の
で
す
。

　ま
た
、
目
覚
め
か
ら
15

16
時
間

後
に
は
、
体
内
時
計
は
血
圧
や
体
温

を
下
げ
、
加
え
て
目
か
ら
の
光
刺
激

も
少
な
く
な
る
と
、
脳
を
目
覚
め
さ

せ
る
働
き
を
抑
え
て
穏
や
か
な
睡

眠
に
導
い
て
く
れ
ま
す
。

　し
か
し
こ
の
体
内
時
計
は
、
年
齢

の
影
響
や
生
活
の
様
子
が
影
響
し

て
変
化
し
ま
す
。

　例
え
ば
、
夜
更
か
し
を
し
が
ち
な

若
者
は
、
朝
な
か
な
か
目
覚
め
ま
せ

ん
。そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
目
覚
め

の
工
夫
が
必
要
で
す
。

そ
の
１

　太
陽
の
光
を
浴
び
る
こ

と
が
体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
さ
せ

る
の
に
効
果
的
で
す
。

そ
の
２

　朝
食
は
こ
こ
ろ
と
か
ら

だ
を
目
覚
め
さ
せ
る
ス
イ
ッ
チ
で

す
。朝
食
を
と
っ
て
、
元
気
に
一
日

を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　年
齢
が
高
く
な
る
と
、
寝
付
き
が

悪
い
人
が
増
え
た
り
、
早
朝
に
目
覚

め
る
男
性
が
多
く
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。平
成
23
年
以
降
、
町
で

実
施
し
て
い
る
被
災
者
健
康
調
査

で
睡
眠
状
況
に
つ
い
て
質
問
し
た

結
果
で
は
、「
寝
付
く
の
に
少
し
、
又

ど
う
し
て
自
然
に
目
覚

め
、
眠
く
な
る
の
で
し
ょ

う
？

さ
わ
や
か
に
目
覚
め
る

た
め
の
工
夫



お問い合わせは、健康増進課保健指導係まで　☎357-7448

睡眠の深さの説明図

レム睡眠

ノンレム睡眠

睡
眠
の
深
さ

入眠 起床

約 90 分 約 90 分 約 90 分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８（時間）

13 ●広報しちがはま 2019. 5. 1
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は
、
か
な
り
時
間
が
か
か
る
」
と
答

え
た
方
は
33
％
で
し
た
が
、「
希
望

す
る
時
間
よ
り
も
少
し
、
又
は
、
か

な
り
早
く
目
覚
め
る
」
と
答
え
た
方

が
43
％
を
超
え
、
早
朝
に
目
が
覚
め

る
傾
向
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　早
朝
の
目
覚
め
や
寝
つ
き
の
悪

さ
な
ど
睡
眠
時
間
が
短
い
こ
と
が
、

健
康
に
影
響
を
与
え
る
の
で
は
な

い
か
と
気
に
な
る
も
の
で
す
が
、
休

養
の
た
め
に
は
、
睡
眠
時
間
の
長
短

よ
り
も
深
い
眠
り
が
得
ら
れ
る
こ

と
が
大
切
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　睡
眠
に
は
浅
い
眠
り
の
「
レ
ム
睡

眠
」
と
深
い
眠
り
の
「
ノ
ン
レ
ム
睡

眠
」
が
あ
り
、
約
90
分
の
周
期
で
繰

り
返
さ
れ
ま
す(

上
図
参
照
）。

　ノ
ン
レ
ム
睡
眠
の
深
い
眠
り
が

昼
間
に
酷
使
し
た
脳
を
冷
却
し
休

養
さ
せ
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
疲
れ

を
取
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
休

め
る
た
め
の
深
い
眠
り

体をリラックスさせる
●高すぎない湯温で入浴。リラック
スできると同時に、温まった体か
ら熱が放出され、体温が低くなる
と深い睡眠が得やすくなります。

脳を目覚めさせる刺激を少なくする
●遅い時間には部屋の灯りを落としましょう。
真っ白よりもオレンジ色の灯りが覚醒刺激は
少ないと言われています。

●パソコンやスマホの使用は睡眠 1時間前には控
えましょう。アルコールはほどほどに。日本人
は寝酒が多いといわれます。飲酒は眠りに落ち
やすくなりますが、眠りが浅くなりがちです。
●カフェインやニコチンも目覚めさせる働きが
あります。夕食以降の摂取、就寝１時間前の喫
煙は避けましょう。

 これで
  安心！

　翌日に眠気が出て疲れが残る場合には、睡
眠不足と考えた方がいいので、30 分程度の昼
寝をすることをお勧めします。それでもなお、
寝つきが悪い場合には、心の病が原因で不眠
になることもあるので、専門医に相談するこ
とをお勧めします。



都市計画マスタープランを改定します②都市計画マスタープランを改定します②

　都市計画マスタープランの改定にあたり、町民皆様の考え方や要望等を幅広く捉
え、マスタープランに反映することを目的に町民アンケートを実施しましたので、
主な結果を報告します。

＜アンケート実施要領＞
　調査期間　　平成３０年１０月６日から１０月１９日
　調査対象　　住民基本台帳を基に、１８歳以上の町民から無作為抽出した２，０００人
　調査方法　　郵送による配布・回収
　回収状況　　有効回収数：８１２票　　有効回収率：４０．６％

１．七ヶ浜町の住環境について現状の満足度は？今後の重要度が高いものは？（複数回答）

※現状の満足度が高いこととしては、住宅地の静けさや自然環境など、海に囲まれた七ヶ浜の特性が表
れました。今後の重要度が高いこととしては、街路灯や歩道・通学路の整備など歩行者の安全安心に関
することが高い結果となりました。

２．今後、七ヶ浜町に住み続けるにあたり不満 (不足・不安 ) と感じることは？（複数回答）

※町内に大型店や病院などの都市機能がないことへの不満 ( 不足・不安 ) が高い結果となりました。

３．今後、七ヶ浜町が目指すまちの姿として、あなたの考えに近いものは？（複数回答）

※七ヶ浜の長所である自然環境や静寂な居住環境を生かしたまちづくりや福祉や安全安心を重視する
結果となりました。

４．今後の防災・減災対策として重要なことは？

※東日本大震災の経験から、広域的な行政間の協力体制、長期的な避難生活に備えた非常食や災害備蓄
品の充実が重要と考えられている結果でした。

５．今後のまちづくりに重要と考えることは？

現状の満足度が高い事項 ( 上位３つ )

① 住宅地としての静けさや雰囲気

② 緑地・海岸などの自然の豊かさ・保全

③ 津波防災施設 ( 防潮堤、消波ブロック ) の整備状況

今後の重要度が高い事項 ( 上位３つ )

① 街路灯やカーブミラー設置などの整備・管理

② 歩道や通学路などの整備状況 ( 歩道の幅含む )

③ 子供を産み育てる福祉環境全般

回答数が多かった事項 ( 上位３つ )

① 車が運転できなくなった場合の生活

② 日常生活に利用するお店などの不足、利便性

③ 病院、福祉施設などの不足、福祉環境

回答数が多かった事項 ( 上位３つ )

① 豊かに自然に囲まれたゆとりと潤いある住みよいまち

② だれもが健康で暮らしやすい福祉のまち

③ 災害対策や防犯対策が充実した安全・安心なまち

回答数が多かった事項 ( 上位３つ )

① 町域を超えた広域的観点からの避難路・緊急輸送路の確保、行政間の協力体制の強化・充実

② 非常食や水、その他災害備蓄品・資機材の強化・充実

③ 地域の防災訓練、高齢者やからだの不自由な方などへのサポート体制の強化・充実

お問い合わせは、建設課まで　☎357-7441
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※健康づくり、子育て支援など福祉関連の回答とともに、定住促進、企業誘致、イベント・観光の活性化
など、今後の町の活性化が重要と考えられている結果でした。

回答数が多かった事項 ( 上位３つ )

① 健康づくりの推進、子育て支援

② 移住・定住の促進や新たな企業・事業者などの誘致

③ 海浜レクリエーション・イベント、国際交流やインバウンドを含めた観光の活性化



給
与
所
得
者
の
特
別
徴
収

（
給
与
天
引
き
）

　町
で
は
、
宮
城
県
で
定
め

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て

給
与
所
得
者
の
特
別
徴
収

（
給
与
天
引
き
）
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　「
特
別
徴
収
」と
は
、
地
方
税
法
の
規
定
に

よ
り
、
給
与
支
払
者
が「
特
別
徴
収
義
務
者
」

と
し
て
市
町
村
か
ら
指
定
を
受
け
、
従
業
員

の
方
の
住
民
税
（
個
人
の
県
民
税
お
よ
び
町

民
税
）
を
毎
月
の
給
与
か
ら
引
き
去
り
（
天

引
き
）
に
よ
り
代
わ
っ
て
納
入
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

　普
通
徴
収
（
個
人
で
納
付
）
の
納
期
が
年

４
回
で
あ
る
の
に
対
し
、
特
別
徴
収
は
年
12

回
で
あ
る
た
め
１
回
あ
た
り
の
納
付
額
が

少
な
く
な
る
こ
と
や
、
従
業
員
自
ら
が
金
融

機
関
等
へ
出
向
い
て
納
税
す
る
手
間
が
省

か
れ
る
た
め
、
納
税
義
務
者
の
利
便
性
が
向

上
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　原
則
と
し
て
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
の

よ
う
に
非
正
規
雇
用
者
で
あ
っ
て
も
、
不
定

期
雇
用
で
な
い
限
り
特
別
徴
収
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　５
月
31
日
ま
で
に
特
別
徴
収
義
務
者
と

し
て
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
別
途
、
通
知

申
し
上
げ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
住
民
税
係
ま

で

５
月
の
納
税

（
納
期
限
５
月
31
日
）

　今
月
は
、
固
定
資
産（
都
市
計
画
）税
の
第

１
期
、
軽
自
動
車
税
で
、
納
期
限
は
５
月
31

日（
金
）で
す
。

　納
期
限
ま
で
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
督
促

手
数
料
お
よ
び
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
税
等
徴
収
特
別
対

策
室
ま
で

町
の
人
事
異
動

　町
の
管
理
職
の
人
事
に
つ
い
て
、
４
月
１

日
付
の
異
動
お
よ
び
３
月
31
日
付
の
退
職

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※

（

　）は
異
動
前
の
旧
役
職
名

●
異
動

　学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　小
野

　豊（
歴
史
資
料
館
長
）

　歴
史
資
料
館
長

加
納

　貴
美
子
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
）

●
退
職

松
浦
正
人
（
税
務
課
町
税
等
徴
収
特
別
対

策
室
長
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、総
務
課
ま
で

連
休
診
療
体
制

　休
日
は
、
休
日
当

番
医
や
休
日
・
夜
間

急
患
セ
ン
タ
ー
等
が

救
急
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
４
月
27

日
か
ら
５
月
６
日
ま

で
の
10
連
休
中
は
、

臨
時
に
外
来
診
療
を

行
う
医
療
機
関
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
う
ち

病
院
の
外
来
診
療
予

定
は
、
宮
城
県
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
御

参
照
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
外
来
診
療
を
行
う
診
療
所
（
歯
科

診
療
所
を
含
む
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
近

く
の
か
か
り
つ
け
医
等
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。こ
の
ほ
か
、
受
診
さ
れ
る
前
に

あ
ら
か
じ
め
以
下
の
事
項
に
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

①
定
期
的
な
薬
の
処
方
や
処
置
が
必
要
な

方
は
、
余
裕
を
も
っ
て
で
き
る
だ
け
10
連

休
前
後
に
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

②
受
診
す
べ
き
か
迷
う
場
合
に
は
救
急
電

話
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
お
と
な

救
急
電
話
相
談
＃
７
１
１
９
、
こ
ど
も
夜

間
安
心
コ
ー
ル
＃
８
０
０
０
）

③
医
療
機
関
に
よ
っ
て
、
診
療
日
が
異
な
る

ほ
か
、
診
療
し
て
い
て
も
診
療
内
容
や
時

間
が
普
段
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
の
御
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

※

宮
城
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
大
型
連
休
に
お

け
る
県
内
の
医
療
体
制
に
つ
い
て
」

h
ttp
://w

w
w
.m
iy
a
g
i.jp
/so
sh
ik
i/iry

o
u
/1
0
re
n
k
y
u
.h
tm
l

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進
課
保
健
指

導
係
ま
で
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固
定
資
産
（
都
市
計
画
）
税
・
軽

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
お
送

り
し
ま
す

■
固
定
資
産（
都
市
計
画
）税

　１
月
１
日
現
在
、
町
内
に
土
地
・
家
屋
・

償
却
資
産
を
所
有
さ
れ
る
方
に
課
税
さ
れ

ま
す
。納
税
通
知
書
に
は
、
土
地
・
家
屋
課

税
明
細
書
が
同
封
さ
れ
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課

　固
定
資
産

税
係
ま
で

■
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　４
月
１
日
現
在
、
所
有
さ
れ
る
方
に
課
税

さ
れ
ま
す
。こ
の
税
に
は
身
体
障
害
者
減
免

制
度
が
あ
り
ま
す
。該
当
さ
れ
る
方
は
、
左

記
を
ご
覧
の
上
、
５
月
31
日（
金
）ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
軽
自
動
車
税
の
減
免

●
減
免
を
受
け
ら
れ
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
う
ち
、

「
本
人
自
ら
運
転
す
る
場
合
」
と
「
生
計
を

一
に
す
る
家
族
が
運
転
す
る
場
合
」
で
下

の
別
表
に
該
当
す
る
方

②
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の

う
ち
、判
定
が「
Ａ
」の
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
通
院
医
療

費
の
公
費
負
担
番
号
記
載
の
も
の
に
限

る
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
う
ち
、

障
害
の
等
級
が
１
級
の
方

●
対
象
と
な
る
自
動
車

①
身
体
障
害
者
ま
た
は
戦
傷
病
者
（
以
下
「
身

体
障
害
者
等
」）が
所
有（
取
得
）し
、
本
人
が

運
転
す
る
軽
自
動
車
（
身
体
障
害
者
が
、
年

齢
18
歳
未
満
の
者
ま
た
は
精
神
障
害
者
の

場
合
は
、
生
計
を
一
に
す
る
者
が
所
有
す
る

軽
自
動
車
を
含
む
）

②
身
体
障
害
者
等
が
所
有
し
、
も
っ
ぱ
ら
身
体

障
害
者
等
の
通
学（
通
所
）、
通
院
ま
た
は
生

業
の
た
め
に
、
生
計
を
一
に
す
る
家
族
が
運

転
す
る
軽
自
動
車
（
身
体
障
害
者
等
の
み
で

構
成
さ
れ
る
世
帯
の
該
当
者
を
常
時
介
護

す
る
方
も
含
む
）

③
身
体
障
害
者
等
の
利
用
に
供
す
る
た
め

の
、車
イ
ス
の
乗
降
装
置
・
固
定
装
置
等
、

特
別
仕
様
の
軽
自
動
車

※

な
お
、
減
免
対
象
の
軽
自
動
車
は
、
自
動

車
税
の
対
象
と
な
る
自
動
車
を
含
め
、
身

体
障
害
者
等
一
人
に
つ
き
、
自
家
用
の
自

動
車
１
台
に
限
ら
れ
ま
す
。

●
持
参
す
る
も
の

①
平
成
31
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

②
障
害
等
を
示
す
手
帳

③
運
転
を
す
る
方
の
運
転
免
許
証

④
自
動
車
検
査
証

⑤
印
鑑(
ス
タ
ン
プ
式
は
不
可)

⑥
通
知
カ
ー
ド
な
ど
個
人
番
号
が
確
認
で

き
る
も
の
と
、
運
転
免
許
証
な
ど
身
元
を

確
認
で
き
る
も
の
。ま
た
、
代
理
人
が
申

請
す
る
場
合
は
納
税
義
務
者
の
通
知

カ
ー
ド
の
写
し
な
ど
個
人
番
号
を
確
認

で
き
る
も
の
と
代
理
人
の
身
元
を
確
認

で
き
る
も
の
。

●
提
出
期
限

　５
月
31
日（
金
）ま
で

【
別
表
】
軽
自
動
車
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ

る
方　ま

た
、
身
体
障
害
者
減
免
制
度
以
外
に
も

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
滅
失
又
は
損
壊
し

た
自
動
車
の
代
替
と
し
て
購
入
し
た
軽
自

動
車
は
、
申
請
に
よ
り
翌
年
度
ま
で
非
課
税

と
な
り
ま
す
。

※

被
災
車
両
１
台
に
つ
き
代
替
車
両
申
請

は
１
台
ま
で
で
す
。（
同
名
義
に
限
る
）

＊
お
問
合
わ
せ
は
、税
務
課
住
民
税
係
ま
で

【別表】減免を受けられる方

◎身体障害者、戦傷病者本人または「生計を一にする家族の方」、「常時介護する方」が運転する場合に減免
○身体障害者、戦傷病者本人が運転する場合に減免
※二つ以上の障害が重複する場合の障害の級については、身体障害者手帳に記載された総合の級により判定します。
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公共機関等電話番号

※お電話をお掛けになる際は、掛け間違えのないようお願いします。

倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
に

よ
り
離
職
さ
れ
た
方
々
の
国
民
健

康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　雇
用
保
険
の
特
定
受

給
資
格
者
（
倒
産
や
リ

ス
ト
ラ
等
事
業
主
都
合

に
よ
る
離
職
）・
特
定

理
由
離
職
者
（
雇
い
止

め
な
ど
に
よ
る
離
職
）

と
し
て
失
業
給
付
を
受

け
て
い
る
方
を
対
象
に
、
国
民
健
康
保
険
税

の
所
得
割
に
つ
い
て
軽
減
さ
れ
ま
す
。対
象

と
な
る
方
は
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」

「
世
帯
主
の
認
印
」を
持
参
の
う
え
、
役
場
町

民
課
②
番
国
保
年
金
係
窓
口
へ
お
越
し
下

さ
い
。

　な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
対
象
と

な
る
離
職
理
由
と
し
て
は
「
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
」
の
「
離
職
理
由
」
欄
の
数
字
が
次

の
方
が
該
当
し
ま
す
。

●
特
定
受
給
資
格
者（
離
職
理
由
欄
11
、
12
、

21
、22
、31
、
32)

11

　解
雇

12

　天
災
等
の
理
由
に
よ
り
事
業
の
継
続

が
不
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
解
雇

21

　特
定
雇
止
め
に
よ
る
離
職
（
雇
用
期
間

３
年
以
上
雇
止
め
通
知
あ
り
）

22

　特
定
雇
止
め
に
よ
る
離
職
（
雇
用
期
間

３
年
未
満
更
新
明
示
あ
り
）

31

　事
業
主
か
ら
の
働
き
か
け
に
よ
る
正

当
な
理
由
の
あ
る
自
己
都
合
退
職

32

　事
業
所
移
転
に
伴
う
正
当
な
理
由
の

あ
る
自
己
都
合
退
職

●
特
定
理
由
離
職
者（
離
職
理
由
欄
23
、33
、
34)

23

　特
定
理
由
の
契
約
期
間
満
了
に
よ
る
離

職（
雇
用
期
間
３
年
未
満
更
新
明
示
な
し
）

33

　正
当
な
理
由
の
あ
る
自
己
都
合
退
職

34

　正
当
な
理
由
の
あ
る
自
己
都
合
退
職
（
被

保
険
者
期
間
６
か
月
以
上
12
か
月
未
満
）

　国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、

離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら
、
そ
の
月

の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で
の
間
、
失

業
者
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30
と
し

て
算
定
し
ま
す
。た
だ
し
、
世
帯
に
属
す
る

そ
の
他
の
被
保
険
者
の
所
得
に
つ
い
て
は
、

通
常
の
額
と
し
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
民
課
国
保
年
金
係

ま
で

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　60
歳
ま
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
や
、
納
付
済
期

間
が
40
年
に
満
た
な
い
た
め
老
齢
基
礎
年

金
を
満
額
受
給
で
き
な
い
場
合
な
ど
で
、
年

金
の
増
額
を
希
望
す
る
と
き
は
、
60
歳
以
降

で
も
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
等
加
入

者
を
除
く
）。た
だ
し
、
申
し
出
の
あ
っ
た
月

か
ら
の
加
入
と
な
り
ま
す
。

【
任
意
加
入
を
す
る
条
件
】

　次
の
１
〜
４
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す

方
が
任
意
加
入
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
．日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上

65
歳
未
満
の
方

２
．老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
支
給
を
受
け
て

い
な
い
方

３
．
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
保
険
料
の

納
付
月
数
が
４
８
０
月
（
40
年
）
未
満
の

方

４
．厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
等
に
加
入

し
て
い
な
い
方

・
年
金
の
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
65

歳
以
上
70
歳
未
満
の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

・
外
国
に
居
住
す
る
日
本
人
で
、
20
歳
以
上

65
歳
未
満
の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

・
１
の
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
は
、
60
歳

の
誕
生
日
の
前
日
よ
り
任
意
加
入
の
手
続

き
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

な
お
、
任
意
加
入
に
つ
い
て
は
、「
外
国
に

居
住
す
る
日
本
人
で
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
方
」を
除
き
、
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
口

座
振
替
が
原
則
と
な
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、仙
台
東
年
金
事
務
所

ま
た
は
、年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

０
０
４

町
税
・
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　町
税
等
を
他
の
公
共

料
金
等
と
合
わ
せ
て
振

替
に
し
た
い
と
い
う
方

は
、
口
座
振
替
が
便
利

で
す
。

　口
座
振
替
日
は
、
そ

の
月
の
納
期
限
に
な
り

ま
す
。振
替
日
に
残
高
不
足
等
に
よ
り
振
替

不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、
再
引
き
落
と
し
が

出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の
取
扱

金
融
機
関
に
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
町
内
の
取
扱
金
融
機
関
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。

●
取
扱
金
融
機
関

　七
十
七
銀
行
本
・
支
店

　杜
の
都
信
用
金
庫
本
・
支
店

　仙
台
農
業
協
同
組
合
本
・
支
店

　宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
七
ヶ
浜
支
所

　ゆ
う
ち
ょ
銀
行

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
税
等
徴
収
特
別
対

策
室
ま
で
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引
き
こ
も
り
・

思
春
期
こ
こ
ろ
の
相
談

　引
き
こ
も
り
・
不
登
校
・
い
じ
め
・
家

庭
内
暴
力
・
摂
食
障
害
な
ど
、
こ
こ
ろ
の
問

題
で
お
悩
み
で
は
な
い
で
す
か
。
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
対
応
い
た
し
ま
す
。

●
と
き

　５
月
14
日（
火
）、
15
日（
水
）午
後

１
時
〜
４
時
30
分
（
事
前
予
約
制
と
な
っ

て
い
ま
す
）

●
と
こ
ろ

　塩
釜
保
健
所

　塩
竈
市
市
北

浜
４
丁
目
８-

15

●
相
談
員

　精
神
保
健
福
祉
士

　志
村
祐

子
氏
、精
神
科
医
師

　永
嶋
弘
道

　氏

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
保
健
所

　母
子

障
害
班
ま
で

75
歳
以
上
（※

）
で
医
療
保
険
料

の
均
等
割
９
割
軽
減
の
皆
様
へ

　高
齢
者
医
療
保
険
料
の
均
等
割
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
９
割
軽
減
と
な
っ
て
い
た
方

は
、今
年
度
、８
割
軽
減
に
変
わ
り
ま
す
。

（※

）
65
歳
以
上
の
方
で
障
害
認
定
を
受
け
て
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
も
対

象
に
な
り
ま
す
。

（
例
）年
金
収
入
80
万
円
以
下
の
方

　介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
所

得
の
低
い
高
齢
者
へ
の
保
険
料
の
負
担
軽

減
が
強
化
（
月
平
均
４
２
０
円
軽
減
）
さ
れ

ま
す
。

　所
得
の
低
い
年
金
受
給
者
の
方
へ
は
、
今

年
10
月
か
ら
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

（
基
準
額
月
５
，
０
０
０
円
）の
制
度
が
始
ま

り
ま
す
。

●
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
月
平
均
納
付
額

は
均
等
割
年
間
保
険
料
を
月
割
り
し
、
10

円
未
満
切
り
上
げ
し
た
額
で
す
。

●
介
護
保
険
料
軽
減
は
半
年
度
分
の
軽
減

額
を
年
度
平
均
し
た
額
で
す
。課
税
者
が

　同
居
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

●
老
齢
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
（
補
足
的

な
給
付
を
含
む
）の
場
合
、
支
給
要
件（
65

歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
中
、
世

帯
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税
、
前
年

の
年
金
収
入
額
と
所
得
額
の
合
計
が
８

７
９
，
３
０
０
円
以
下
）
を
全
て
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。金
額
は
保
険
料
を
納

め
た
期
間
等
に
よ
り
異
な
り
、
基
本
的
に

10
、
11
月
分
を
12
月
（
年
金
の
支
払
日
と

同
日
）に
振
込
み
ま
す
。

●
医
療
保
険
料
を
年
金
か
ら
の
引
き
落
と

し
で
納
め
て
い
る
場
合
、
引
き
落
と
し
額

へ
の
影
響
は
10
月
か
ら
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
一
覧

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
町

民
課
国
保
年
金
係

ま
た
は
、
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
ま
で

・
介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
健
康
増
進
課
高

齢
者
福
祉
係
ま
で

・
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
に
つ
い
て
は
、

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で

☎
０
５
７
０-

０
５-

１
１
６
５

平
成
31
年
度
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
・

ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
体
検
査
・
梅
毒
検

査
・
肝
炎
検
査
・
骨
髄
バ
ン
ク
登

録
受
付
の
実
施

●
実
施
日
・
受
付
日（
要
予
約
）

・
５
月
８
日（
水
）、22
日（
水
）、６
月
５
日

（
水
）、
19
日
（
水
）、
７
月
10
日
（
水
）、
24

日（
水
）

・
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　各地区避難所や公民分館で、おおむね６５歳以上の方
が集まり『介護予防教室』を行っています。
　玄米ニギニギダンベル体操やストレッチ、レクリエー
ション等を楽しく行っていますの
で、皆さん是非ご参加下さい。ま
た、遠山地区ではポールウォーキ
ング教室も実施していますので、
どうぞご参加ください。

●時間　午前１０時から正午まで

 各地区介護予防教室　５月の日程

湊)ひまわりの会

お気軽にご参加ください！
各地区介護予防教室

お問い合わせは、健康増進課高齢者福祉係まで
☎357-7447
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「
桜
カ
フ
ェ
」

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）を
開
催

　グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
『
七
ヶ
浜
桜
の
家
』
で

は
、「
桜
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。認

知
症
の
方
や
ご
家
族
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

ど
な
た
で
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
交
流
の
場
や
気
軽
な
お
茶
飲

み
場
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き

　５
月
10
日（
金
）午
後
２
時
〜
３
時

●
と
こ
ろ

　グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
七
ヶ
浜
桜

の
家
」交
流
室

●
参
加
料

　１
０
０
円

※

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」と
は

　認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
方
が
、
地
域

の
人
や
専
門
家
と
互
い
に
情
報
共
有
し
、
お

互
い
を
理
解
し
合
う
場
と
し
て
誰
で
も
立

ち
寄
れ
る
カ
フ
ェ
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
七
ヶ
浜
桜
の
家
」幕
田
・
赤
間
ま
で

特
定
健
康
診
査

　被
用
者
保
険（
協
会
け
ん
ぽ
、
健
保
組
合
、

共
済
組
合
）
の
被
扶
養
者
の
方
及
び
国
保
組

合
（
医
師
国
保
組
合
を
除
く
）
の
被
保
険
者

の
方
に
つ
い
て
も
、
七
ヶ
浜
町
国
民
健
康
保

険
の「
特
定
健
診
」と
同
様
の
日
時
、
場
所
で

受
診
す
る
事
が
で
き
ま
す
。各
医
療
保
険
者

が
発
行
す
る
「
受
診
券
」
と
「
被
保
険
者
証
」

及
び
各
医
療
保
険
者
で
定
め
る
「
一
部
負
担

金
」
を
ご
持
参
の
う
え
、
健
診
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
健
診
日
ま
で
に
受
診
券
が
手
元
に

届
か
な
い
場
合
は
、「
被
保
険
者
証
」を
発
行

し
て
い
る
医
療
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※

宮
城
県
国
保
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

（
保
険
者
協
議
会
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
）

h
ttp
://w

w
w
.m
iy
a
g
i-k
o
k
u
h
o
.o
r.jp
/k

y
o
u
g
ik
a
i/

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進
課
保
健
指

導
係
ま
で

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
関
連
専
門
相
談

　震
災
以
降
、
お
酒
の
量
は
増
え
て
い
ま
せ

ん
か
？

　お
酒
は
百
薬
の
長
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
飲

み
方
に
よ
っ
て
は
体
を
壊
し
、
ご
本
人
の
み

な
ら
ず
ご
家
族
の
心
ま
で
ボ
ロ
ボ
ロ
に
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
「
ア

ル
コ
ー
ル
・
薬
物
に
よ
る
心
の
問
題
」
を
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。専
門
ス
タ
ッ
フ
が
対

応
い
た
し
ま
す
。

●
と
き

　５
月
21
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分
（
事
前
予
約
制
と
な
っ
て
い

ま
す
）

●
と
こ
ろ

　塩
釜
保
健
所

　塩
竈
市
北
浜

４
丁
目
８-

15

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
保
健
所

　母

子
・
障
害
第
二
班
ま
で

●
予
約
受
付
日
・
時
間

・
平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
（
祝
祭
日
除
く
）

・
検
査
実
施
日
の
前
日
ま
で
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
検
査
会
場　

塩
釜
保
健
所

　塩
竈
市
北

浜
４
丁
目
８-
15

●
そ
の
他　

検
査
は
原
則
無
料
で
す

＊
ご
予
約
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
保

健
所

　疾
病
対
策
班
ま
で

お問い合わせは、健康増進課保健指導係まで　 357-7448

町民皆様の健康増進を図るため､次の通り各種健（検）診を実施します。
　特に、健康診査・特定健康診査・後期高齢者健康診査は、自分自身の健康状態を確認し、日頃の生活習慣を
見直すためにも、積極的に受診するようお願いします。
●実施する健（検）診
健康診査（35歳から39歳の方）、特定健康診査（40歳から74歳までの町国民健康保険被保険者）
　後期高齢者健康診査（後期高齢者医療制度被保険者）、結核検診（65歳以上の方）
　肺がん検診、大腸がん検診（40歳以上の方）、前立腺がん検診（50歳以上の男性）

●ところ　町武道館（町中央公民館裏〉
●持ち物　受診票､健康保険証、自己負担金
          （金額は配付した受診票でご確認願います。）
●注意事項
・会場では大変お待たせする場合もありますが何卒ご容赦願います。
・40 歳から 74 歳の社会保険被扶養者の方は、加入している健康保険団体よ
り発行された特定健診受診券があれば特定健診を受診できる場合がありま
す。詳しくは、健康保険証の発行元または勤務先にお問い合わせください。

・健診期間中に 75歳の誕生日を迎えられる方は、できるだけ誕生日を過ぎて
から受診されますようお願いいたします。

28日(火)

29日(水)
30日(木)
31日(金)

6月1日(土)
2日(日)

と　　　き

午前9時30分
　　～午前11時30分

午前9時30分
　　～午前11時30分

午前9時30分～正午

対　　象 と　　　き 対　　象
松ヶ浜

湊浜、菖蒲田浜
遠山1・2丁目
遠山3・4・5丁目

汐見台5・6丁目、汐見台南 全地区

汐見台1・2・3・4丁目
全地区吉田浜・要害

花渕浜・笹山

境山
代ヶ崎浜・亦楽
東宮浜・御林

　町では、町民皆様の元気と健
康の復興を支援するため、町が
実施する健康診査・特定健康診
査・後期高齢者健康診査を受診
した方は、検診の領収書を持参
すると、アクアリーナの利用（1
日分）を無料で利用いただけま
す。

特別企画

5月20日(月)

23日(木)

24日(金)

21日(火)
22日(水)

26日(日)
27日(月)
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お問い合わせは、環境生活課まで　 357-7454

近年世界的に、地球温暖化によると思われる海水面の上昇や洪水、干ばつなどの環境問題が表面化し、国際
的関心が高まっています。
　国では２０１５年（平成２７年）に、２０３０年度（平成４２年度）までに温室効果ガスの排出量を業務部
門において２０１３年度（平成２５年度）比で４０.０％削減する目標を掲げました。
　町では国と遜色のない目標を設定し、「七ヶ浜町地球温暖化対策実行計画」を策定しました。

●対象範囲
　本計画の対象範囲は、本町が行う全ての事務事業とし、指定管理者制度等により外部委託を実施している
出先機関等も含めた組織及び施設を対象とします。

●温室効果ガス総排出量の削減目標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：t-CO２

七ヶ浜町地球温暖化対策実行計画を策定しました

温室効果ガス
の種類

二酸化炭素
（CO2）

基準年度排出量
２０１３（平成２５）年度

３，０６１

削減目標

４０％

目標年度排出量
２０３０（平成４２）年度

１，８３８
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行
政
相
談
委
員
に
瀬
戸
源
市
さ
ん

・
相
澤
ま
り
子
さ
ん

　
４
月
１
日
付
け
で
、
瀬
戸
源
市
さ
ん
と
相

澤
ま
り
子
さ
ん
が
総
務
大
臣
よ
り
町
の
行

政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。行
政
相

談
委
員
は
、
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
独
立
行

政
法
人
・
特
殊
法
人
（
国
立
大
学
・
国
立
病

院
・
郵
便
局
な
ど
）
等
の
仕
事
に
つ
い
て
の

苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
皆
さ
ん

と
役
所
と
の
間
に
立
っ
て
そ
の
解
決
の
手

助
け
を
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
り
ま
す
。お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
定
例
相
談
日
　
毎
月
第
２
火
曜
日
　
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

●
相
談
場
所
　
水
道
庁
舎
２
階
会
議
室

・
瀬
戸
源
市
さ
ん

・
相
澤
ま
り
子
さ
ん

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、総
務
課
ま
で

生
活
保
護
の
相
談

　
宮
城
県
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所
の
相
談

員
が
、役
場
に
て
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

●
と
き
　
５
月
８
日（
水
）及
び
22
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
と
こ
ろ
　
地
域
福
祉
課
窓
口

※

相
談
希
望
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
に

て
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、地
域
福
祉
課
ま
で

小
学
校
入
学
祝
金
支
給

　
当
町
で
は
、「
小
学
校
入
学
祝
金
支
給
事

業
」を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
す
べ
て
の
保
護
者
が
対
象
に
な
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
が
、
第
３
子
以
降
の
お
子
さ
ま

の
入
学
祝
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
下
記
の
支
給
対
象
に
該
当
す
る

場
合
、
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

●
基
準
日
　
本
年
５
月
１
日

●
支
給
対
象

（1)
基
準
日
に
七
ヶ
浜
町
内
に
住
所
を
有
し
、
監
護

す
る
第
３
子
以
降
の
子
が
入
学
す
る
保
護
者

（2)
基
準
日
に
七
ヶ
浜
町
内
に
住
所
を
有
し
、

監
護
す
る
子
が
入
学
す
る
里
親

※

３
子
以
降
の
子
と
は
、
入
学
祝
金
支
給
年

度
の
５
月
１
日
に
、保
護
者
に
お
い
て
養
育
さ

れ
て
い
る
子
ど
も（
働
い
て
い
る
又
は
結
婚
し

て
い
る
子
ど
も
は
除
く
）の
う
ち
、
出
生
の
早

い
順
よ
り
３
番
目
以
降
の
子
を
い
い
ま
す
。

●
祝
金
の
額
　
子
１
人
に
つ
き
３
万
円

●
申
請
　
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
備

え
付
け
の
小
学
校
入
学
祝
金
支
給
申
請

書
に
ご
記
入
の
上
、
提
出
し
て
い
た
だ
く

か
、
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
様
式

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
ご
記
入
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
印
鑑
、通
帳
の
写
し

●
申
請
期
間
　
本
年
５
月
１
日
〜
５
月
31

日
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
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七
ヶ
浜
町
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
補
助
金

　環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

の
た
め
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

●
補
助
対
象
設
備

　住
宅
の
屋
根
等
に
設
置
す
る
太
陽
光

発
電
設
備
で
、パ
ネ
ル
の
合
計
出
力
が
10

kw
未
満
の
未
使
用
品

●
補
助
の
対
象
と
な
る
要
件

①
七
ヶ
浜
町
に
住
所
を
有
す
る
個
人
（
転
入

生
ご
み
処
理
容
器
等
購
入
費
補
助
金

　町
で
は
、
ご
み
減
量
化
の
取
組
み
と
し

て
、
生
ご
み
処
理
容
器
等
の
購
入
費
の
一
部

補
助
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　補
助
を
受
け
る
場
合
は
、
購
入
前
に
役
場

で
の
交
付
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
対
象
処
理
容
器
及
び
補
助
金
額

①
簡
易
生
ご
み
処
理
容
器（
バ
ケ
ツ
式
）

　１
容
器
補
助
上
限
金
額
３
，０
０
０
円

　１
世
帯
に
つ
き
２
容
器
ま
で

②
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

　１
処
理
機
補
助
上
限
金
額
２
５
，０
０
０
円

　１
世
帯
に
つ
き
１
機
ま
で

※

①
②
と
も
購
入
費
の
２
分
の
１
を
補
助

し
ま
す（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）。

●
補
助
金
交
付
の
流
れ

①
生
ご
み
処
理
容
器
等
の
購
入
前
に
、
環
境

生
活
課
窓
口
に
交
付
申
請
書
を
提
出
す
る

②
後
日
、町
か
ら
交
付
決
定
通
知
書
が
届
く

③
交
付
決
定
通
知
書
を
店
舗
へ
持
参
し
、
補

助
金
を
控
除
し
た
金
額
で
購
入
す
る

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、環
境
生
活
課
ま
で

お問い合わせは、建設課管理係まで　 357-7441
または、宮城県住宅供給公社　入居管理課募集班　 224-0014

七ヶ浜町営住宅入居者の募集

　東日本大震災に伴い建設した災害公営住宅の一部を、一般公営住宅とし、入居者を募集します。詳しくは
配布する募集要項にてご確認下さい。
●募集住宅及び戸数

  ※各ＲＣ集合住宅にはエレベーターがあります。
●募集要項等の配布及び申込受付期間
　６月３日（月）から１２日（水）まで　午前８時３０分から午後５時１５分まで　※休日を除く
●募集要項等の配布場所
　七ヶ浜町役場（郵送は行いませんので、直接お越しください。）
●申込先　〒980-0011　仙台市青葉区上杉一丁目１番２０号
　　　　　宮城県住宅供給公社　入居管理課募集班　　☎０２２-２２４-００１４
●申込資格
　①の条件すべてに該当しなければ申込みできません。
　ただし、単身で申込みする方は、②の単身申込資格のいずれかに該当しなければ申込みできません。
①申込資格
　 1．七ヶ浜町内に住所若しくは勤務先がある方
　 2．市町村税等を滞納していない方
　 3．住宅に困っていることが明らかな方（持ち家がない方など）
　 4．月額所得が 158,000 円以下であること ( 障害者世帯等の場合は 214,000 円以下 )
　　 ※詳細は、配布する募集要項でご確認ください。
　 5．暴力団員でない方
　 6．公営住宅（災害公営住宅を含む）に居住していない方
　 7．所得がある方を連帯保証人にたてられること
②単身申込資格
　 1．昭和３４年４月１日以前に生まれた方
　 2．身体障害者手帳の交付を受けている方で、障害の程度が１級から４級までの方
　 3．精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方で、障害の程度が１級または２級までの方
　 4．障害福祉サービス受給者証・特定疾患医療受給者証の交付を受けている方
　 5．知的障害者で障害の程度が精神障害者に係る程度に相当する方
　 6．戦傷病者手帳の交付を受けている方で、障害の程度が特別項症から第６項症まで、又は第１款症の方
　 7．原子力爆弾被害者として厚生労働大臣の認定を受けている方
　 8．生活保護を受けている方
　 9．海外からの引揚者で引上げ後５年未満の方
　10．ハンセン病療養所入所者などの方
　11．配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律に規定するＤＶ被害者

松ヶ浜地区住宅

菖蒲田浜地区住宅

花渕浜地区住宅

代ヶ崎浜地区住宅

木造連棟

ＲＣ集合

ＲＣ集合

ＲＣ集合

1LDK(単身用)

１

３

１

2LDK(2～3人用)

２

3LDK(4人～用)

１

住宅名及び構造
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平
成
31
年
度
狂
犬
病
予
防
二
次
集

合
注
射
の
実
施

　狂
犬
病
予
防
二
次
集
合
注
射
を
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
。平
成
31
年
度
の
集
合
注
射

は
今
回
で
最
後
に
な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
愛

犬
に
接
種
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。来
場
の
際
は
ハ
ガ

キ（
通
知
書
兼
申
請
書
）を
持
参
し
、
ハ
ガ
キ

の
問
診
票
欄
に
署
名
を
忘
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。ハ
ガ
キ
が
な
い
場
合
は
、
当
日
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き

　５
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午

前
11
時
30
分

●
と
こ
ろ

　七
ヶ
浜
町
役
場
前
駐
車
場

●
対
象
地
区

　全
地
区

●
料
金

・
狂
犬
病
予
防
注
射
の
み…

１
頭
に
つ
き

３
，１
０
０
円

・
新
規
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射…

１
頭
に

つ
き
６
，１
０
０
円

（
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。）

　な
お
、
集
合
注
射
以
外
で
も
動
物
病
院
で

接
種
可
能
で
す
が
、
そ
の
際
は
、
役
場
に
て

狂
犬
病
注
射
済
票
交
付
の
届
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。た
だ
し
左
記
の
動
物
病
院
で
は

狂
犬
病
注
射
済
票
が
そ
の
場
で
交
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
役
場
に
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

・
塩
浜
犬
猫
病
院
・
ケ
イ
動
物
病
院
・
花
園

動
物
病
院
・
た
が
じ
ょ
う
動
物
病
院
・
村

木
動
物
病
院
・
オ
ノ
デ
ラ
動
物
病
院
・
た

か
ひ
ら
動
物
病
院
・
フ
ォ
ル
テ
動
物
病
院

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、環
境
生
活
課
ま
で

予
定
者
含
む
）

②
申
請
者
及
び
世
帯
員
に
つ
い
て
町
税
等

の
未
納
が
な
い
こ
と

③
自
ら
居
住
す
る
住
宅
に
設
置
す
る
設
備

で
、
設
置
契
約
日
が
平
成
23
年
３
月
11
日

以
降
で
あ
る
こ
と

④
電
力
会
社
と
余
剰
電
力
の
売
電
契
約
を

結
ぶ
方

⑤
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
に
対
象
設
備

の
設
置
・
契
約
を
完
了
し
、
同
日
ま
で
実

績
報
告
書
を
提
出
で
き
る
方

●
補
助
金
の
額

①
一
般

　１
kw
あ
た
り
３
万
円
（
上
限
９
万

円
）

②
被
災
者

　１
kw
あ
た
り
６
万
円
（
上
限
18

万
円
）

※

被
災
者
と
は
東
日
本
大
震
災
で
自
ら
の

居
宅
が
大
規
模
半
壊
以
上
の
判
定
を
受
け

て
い
る
方
（
自
治
体
発
行
の
罹
災
証
明
書
の

提
出
を
求
め
ま
す
）

●
申
請
方
法

　所
定
の
申
請
書
と
添
付
書
類
を
環
境

生
活
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　申
請
書
は
環
境
生
活
課
窓
口
に
備
え

付
け
て
い
る
ほ
か
、
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、環
境
生
活
課
ま
で

安
全
運
転
者
研
修
会

　塩
釜
地
区
安
全
協
会
七
ヶ
浜
支
部
で
は
、

地
域
の
交
通
安
全
意
識
の
向
上
を
図
る
た

め
、
安
全
運
転
者
研
修
会
を
下
記
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

●
と
き

　６
月
１
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分

受
付
・
午
後
７
時
か
ら
研
修
会

●
と
こ
ろ

　七
ヶ
浜
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
２
階
大
会
議
室

●
対
象
者

　運
転
免
許
証
を
所
有
す
る
方

●
参
加
費

　無
料

●
内
容

　道
路
交
通
法
の
改
正
や
交
通
情

勢
の
変
化
に
つ
い
て
を
学
び
ま
す
。

●
表
彰
に
つ
い
て

　優
良
運
転
者
交
通
銀
賞
・
同
金
賞
・

同
栄
誉
銀
賞
・
同
栄
誉
金
賞
・
同
緑
十

字
銅
賞
等
の
授
賞
対
象
者
は
、
研
修
会
の

受
講
が
必
須
条
件
で
す
。

※

安
全
協
会
会
員
の
方
の
み
該
当

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
地
区
分
会
長
ま
た

は
支
部
長

　佐
藤
一
郎
ま
で

☎
０
９
０-

１
３
７
６-

４
１
１
４

２
０
１
９
年
工
業
統
計
調
査

を
実
施

　工
業
統
計
調
査
は
我
が
国
の
工
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要

な
統
計
で
す
。

　調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振

興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ

ま
す
。調
査
時
点
は
２
０
１
９
年
６
月
１
日

で
す
。調
査
票
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
政
策
課
ま
ち
づ
く
り

推
進
係
ま
で

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

訓
練
を
実
施

　地
震
・
津
波
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
備

え
、
防
災
行
政
無
線
を
用
い
た
情
報
伝
達
訓

練
を
全
国
一
斉
に
行
い
ま
す
。

●
訓
練
実
施
日
時

　５
月
15
日
（
水
）
午
前

11
時

●
訓
練
内
容

　町
内
52
か
所
に
設
置
し
て

い
る
防
災
行
政
無
線
の
屋
外
拡
声
子
局

か
ら
、
一
斉
に
チ
ャ
イ
ム
が
な
り
国
が
発

信
し
た
訓
練
放
送
が
流
れ
ま
す
。

※

こ
の
訓
練
は
、
町
の
防
災
行
政
無
線
の
作

動
を
確
認
す
る
た
め
に
行
う
訓
練
で
す
の

で
、
ご
理
解
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
防
災
対
策
室

ま
で

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

の
開
催

　平
成
31
年
度
第
１
回
の
危
険
物
取
扱
者

試
験
が
６
月
16
日
（
日
）
に
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
乙
種
第
４
類
の
受
験
者
を
対
象

に
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
を
次

の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
と
き

　６
月
６
日
（
木
）
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
30
分
ま
で

●
と
こ
ろ

　塩
釜
商
工
会
議
所
（
宮
城
県
塩

竈
市
港
町
１
丁
目
６
番
20
号
）

●
受
付
期
間

　５
月
15
日
（
水
）
〜
５
月
28

日（
火
）

●
受
講
定
員

　50
名
（
定
員
に
な
り
し
だ
い

締
め
切
り
ま
す
。）

●
申
込
場
所

　塩
釜
地
区
管
内
の
各
消
防
署

●
テ
キ
ス
ト
代

　２
，
２
０
０
円
（
申
込
時

に
お
支
払
い
下
さ
い
。）

※

会
場
に
は
駐
車
場
を
用
意
い
た
し
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
各
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
地
区
防
災
安
全

協
会

ま
た
は
、七
ヶ
浜
消
防
署
ま
で
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

ス
テ
ー
ジ
を
整
備

　一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

平
成
30
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に

お
い
て
、
遠
山
地
区
で
使
用
す
る
ス
テ
ー
ジ

を
宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
、
宝
く

じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
に
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　遠
山
地
区
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
の
た
め
の
活
動
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
度
、
助
成
を
受

け
て
整
備
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
に
よ
り
更
な

る
活
動
の
推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
政
策
課
ま
ち
づ
く
り

推
進
係
ま
で

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　宮
城
県
の
家
庭
教
育
支
援
事
業
の
一
環

で
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
の
講
座
は
、
主
に
幼
児
や
小
・

中
学
生
の
子
供
を
持
つ
親
に
対
し
て
、
子
育

て
や
し
つ
け
等
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
に

応
じ
た
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
り
す
る

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
と
、
家
庭
教
育

や
子
育
て
に
悩
む
親
を
地
域
全
体
で
支
援

し
よ
う
と
す
る
環
境
づ
く
り
の
醸
成
を
ね

ら
い
と
し
て
い
ま
す
。子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
に
つ
い
て
興
味
が
あ
る
方
は
中

央
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
期
日

　５
月
28
日
、
６
月
４
日
、
６
月
11

日
、６
月
18
日
の
全
４
日
間（
半
日
）

●
対
象

　子
育
て
中
の
親
や
保
護
者
を
応

援
し
た
い
と
い
う
志
を
も
ち
、
子
育
て
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
を
希
望
す
る
方

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、中
央
公
民
館
ま
で

第
65
回
地
区
対
抗
野
球
大
会
の
開
催

　地
区
対
抗
野
球
大
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。皆
さ
ん
の
熱
い
ご
声
援
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

●
と
き

　５
月
12
日
（
日
）

　開
会
式

　午

前
７
時
30
分
か
ら（
予
定
）

●
と
こ
ろ

　野
球
場
、七
ヶ
浜
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、中
央
公
民
館
ま
で

歴
史
資
料
館
が
縄
文
の
森
広
場
に

出
張
し
ま
す
！

　仙
台
市
縄
文
の
広
場
で
開
催
さ
れ
る
「
縄

文
春
ま
つ
り
」
に
歴
史
資
料
館
が
体
験
コ
ー

ナ
ー
を
出
展
し
ま
す
。縄
文
の
森
広
場
は
山

田
上
ノ
台
遺
跡
と
い
う
縄
文
時
代
の
遺
跡

の
上
に
建
つ
施
設
で
、
屋
外
広
場
に
は
縄
文

時
代
の
竪
穴
住
居
跡
な
ど
が
復
元
さ
れ
て

い
ま
す
。春
の
縄
文
の
丘
に
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●
と
き

　５
月
11
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

●
と
こ
ろ

　仙
台
市
縄
文
の
森
広
場
（
仙
台
市

太
白
区
山
田
上
ノ
台
町
10-

１
）屋
外
広
場

●
出
展
内
容

　縄
文
デ
ザ
イ
ン
の
消
し
ゴ

ム
は
ん
こ
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

※

こ
の
他
、
縄
文
の
森
広
場
主
催
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

●
体
験
料

　無
料

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
仙
台
市
縄
文
の
森
広

場
ま
で（
月
曜
休
館
）

平
成
31
年
度
七
ヶ
浜
町
非
常
勤
職

員
募
集

　七
ヶ
浜
町
で
は
、
以
下
の
職
種
で
非
常
勤
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民
有
地
の
樹
木
枝
の
剪
定
・
雑
草

の
除
去

　所
有
（
管
理
）
し
て
い
る
土
地
か
ら
樹
木

の
枝
や
雑
草
が
道
路
敷
地
に
張
り
出
し
て

い
ま
せ
ん
か
？

　道
路
に
張
り
出
て
い
る
と
、
交
通
安
全
上

（
歩
行
・
走
行
時
に
）
支
障
に
な
り
ま
す
の

で
、
所
有（
管
理
）地
の
樹
木
枝
の
剪
定
・
雑

草
の
除
去
を
行
な
い
、
適
切
に
管
理
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、建
設
課
ま
で

学
校
給
食
メ
ニ
ュ
ー
の
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
発
信

　４
月
９
日
（
火
）
よ
り
七
ヶ
浜
町
の
小
中

学
生
が
食
べ
て
い
る
学
校
給
食
や
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
内
の
調
理
風
景
な
ど
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー
し
て

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ア
カ
ウ
ン
ト
名

　

　

sh
ich
ig
a
h
a
m
a
_
o
fficia

l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
】

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

ま
で七

ヶ
浜
音
楽
祭

「
音
楽
っ
て
、
か
っ
こ
い
い
」

　町
民
の
皆
様
、是
非
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。

●
と
き

　５
月
26
日（
日
）正
午
よ
り

●
と
こ
ろ

　七
ヶ
浜
国
際
村
ア
ン
フ
ィ
シ
ア
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
七
ヶ
浜
ベ
ン
チ
ャ
ー

ズ
代
表

　鈴
木
昭
男
ま
で

☎
０
９
０-

７
６
６
０-

９
７
２
８



●
七
ヶ
浜
町
内
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
、

七
ヶ
浜
町
民
の
方

　
　
　
　
　
　60
名

●
七
ヶ
浜
町
外
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
、

七
ヶ
浜
町
民
の
方

　
　
　
　
　
　34
名

●
七
ヶ
浜
町
民
の
行
方
不
明
者
（
死
亡
届

提
出
者
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　

 

２
名

●
七
ヶ
浜
町
内
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
、

七
ヶ
浜
町
外
の
方

　
　
　
　
　
　12
名

●
七
ヶ
浜
町
内
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
、
現

在
、身
元
不
明
の
方

　
　
　
　
　

 

２
名

●
東
日
本
大
震
災
関
連
で
亡
く
な
ら
れ

た
、七
ヶ
浜
町
民
の
方

　
　
　
　

 

３
名

計

　１
１
３
名

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、防
災
対
策
室
ま
で

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
情
報

（
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
）

七
ヶ
浜
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

　

参
加
者
募
集

　ア
ク
ア
ゆ
め
ク
ラ
ブ
で
は
、
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
内
の
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
の
再
オ
ー

プ
ン
を
記
念
し
、
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
ま
す
。家
族
や
友
人
、
職
場
仲
間
な
ど

た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

●
と
き

　６
月
23
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午

後
０
時
30
分
（
受
付
は
午
前
８
時
30
分
〜

８
時
50
分
）

※

雨
天
時
予
備
日

　６
月
30
日（
日
）

●
と
こ
ろ

　七
ヶ
浜
町
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
内
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場

●
対
象

　小
学
生
以
上
（
町
内
外
は
問
い
ま

せ
ん
）

●
持
参
物

　パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
、
ゴ
ル

フ
ボ
ー
ル
（※

無
い
場
合
は
無
料
貸
出
し

い
た
し
ま
す
。）、
運
動
で
き
る
服
装
で
あ

る
こ
と

●
参
加
費

　１
人
１
０
０
円

●
定
員

　先
着
90
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

切
り
ま
す
。）

●
申
込
み

　５
月
10
日（
金
）〜
31
日（
金
）

　参
加
費
を
添
え
て
、
ア
ク
ア
ゆ
め
ク
ラ
ブ

事
務
局
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ク
ア

ゆ
め
ク
ラ
ブ
ま
で

資
源
物
回
収
団
体
の
募
集

　町
で
は
、
新
聞
紙
、
缶
・
ビ
ン
類
、
雑
誌
等

の
資
源
物
を
回
収
す
る
団
体
（
子
供
会
、
町

内
会
、
婦
人
会
等
）を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

登
録
さ
れ
た
団
体
に
は
補
助
金
と
し
て
、
回

収
し
た
資
源
物
１
㎏
あ
た
り
１
円
を
交
付

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
団
体
登
録
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、環
境
生
活
課
ま
で

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
職
種

　嘱
託
保
育
士

●
募
集
人
員

　若
干
名

●
要
資
格
等

　保
育
士

●
時
給

　１
，１
９
０
円

●
勤
務
時
間

　週
29
時
間
以
内

●
勤
務
場
所

　遠
山
保
育
所

　詳
細
は
、
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
又
は
総
務
課

ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、総
務
課
ま
で
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

測定施設

亦楽小学校

松ヶ浜小学校

汐見小学校

七ヶ浜中学校

向洋中学校

遠山保育所

和光幼稚園

遠山幼稚園

汐見台幼稚園

第二柏幼稚園

測定時刻

午後1時14分

午後2時10分

午後3時30分

午後1時25分

午後2時30分

午後3時00分

午後1時50分

午後2時45分

午後3時15分

午後4時00分

測定場所

校　庭

校　庭

校　庭

校　庭

校　庭

園　庭

園　庭

園　庭

園　庭

園　庭

高さ1ｍ

0.04

0.04

0.04

0.04

0.04

0.03

0.05

0.05

0.05

0.05

高さ0.5ｍ

0.03

0.04

0.04

0.04

0.04

0.03

0.05

0.04

0.05

0.05

空
間
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
状
況

(1)
役
場
駐
車
場

※
平
成
23
年
６
月
30
日
か
ら
平
成
31
年
４
月

８
日
現
在
ま
で
、計
１
，６
９
３
回
測
定
。

(2)
町
立
小
中
学
校
・
保
育
所
・
私
立
幼
稚

　園（
校
庭
・
園
庭
）

●
測
定
月
日

　４
月
９
日（
火
）

●
天
候

　晴
れ

※
平
成
23
年
６
月
30
日
か
ら
平
成
31
年
４

月
９
日
現
在
ま
で
、計
５
２
２
回
測
定
。

※
除
染
の
基
準
と
さ
れ
て
い
る
毎
時
０
．２

３
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
ま
す
。

測定月日

天　　候

測定時間

測定結果

地上1ｍ

測定結果

地上0.5ｍ

４月８日

晴れ

午前

 10時05分

0.04

0.04

※
最
新
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
町
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、環
境
生
活
課
ま
で

七
ヶ
浜
町
に
お
け
る
放
射
線
量
等
の
調
査
状
況

お問い合わせは、環境生活課まで
☎357-7454

　 食品の放射能測定器を
　 設置しています。

●対象者　七ヶ浜町民

●測定品目　自家消費するため
に栽培・採取したものに限り
ます。（家庭菜園も可）なお、販
売品や販売目的のものは対象
外です。

●測定の予約　予約制で、環境
生活課に直接、または電話に
て申し込み下さい。１回の申
し込みにつき、１品目の測定
になります。予約の測定が終
了次第、次の予約を受付けま
す。

●測定料金　無料
※町が無料で実施する測定は簡易

測定のため、あくまでも「参考値」

です。

※測定結果はすべて公表させてい

ただきます。（個人情報は除く）

※持ち込みの際は、材料は１センチ

程度に細かく刻んで５００ｇ以

上で多めに準備下さい。



お問い合わせは、国際村まで　　☎357-5931

（カリフォルニア）

こ んぬづ
わ

Ｔ

 妻の涙と狐の嫁入り

Weather

Sun Shower

Sun Shower

Sun Shower

The Devil’s beating his wife」

Fox Wedding

Fox Wedding
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受付／午前9時～午後3時

塩釜市旭町18-11
多賀城市中央1-16-17
松島町高城字町147-6
多賀城市八幡1-2-18
松島町高城字町151-4
塩釜市玉川2-6-9
塩釜市海岸通10-1　三晴ビル2F
多賀城市明月1-4-12
多賀城市東田中2-40-32-102
七ヶ浜町境山2-13-3

こぐえ歯科クリニック
ささき歯科クリニック
ファミリア歯科
なかよしデンタルクリニック
ＡＢＥデンタルオフィス
玉川歯科医院
みや歯科クリニック
じん歯科医院
せいの歯科医院
山本歯科医院

5/1
2
3
4
5
6
12
19
26
6/2

365-3728
389-1777
355-6860
366-8241
353-9980
366-5155
361-5810
366-8461
365-0099
361-6330

開館時間　午前9時～午後4時　

入浴時間　午前10時～正午

　　　　　※土･日･祝日と休館日は入浴できません。

休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日休館）

持参する物　浴用タオル、昼食
◆バス時刻表(休館日を除く火～金に送迎を行います)

町の面積　　  13.19km2 (H26.10.1国土地理院より)

町木　 クロマツ　　　　 町花　 ハマギク

姉妹都市　アメリカ・マサチューセッツ州プリマス

友好の町　　　　　　　　　　 山形県朝日町

パートナーシティ　　　　　　 神奈川県鎌倉市

４月１日現在の人口（前月比） ※外国人含む

立花地区高台住宅団地入口
公園墓地蓮沼苑入口
東宮浜公民分館前
要害バス停
新仙台湾鈴木診療所前
遠山地区避難所前
向洋中学校入口
汐見台3丁目バス停
汐見台5丁目Ｔ字路前

9:29
9:31
9:34
9:36
9:41
9:44
9:46
9:48
9:51

9:24
9:29
9:32
9:37
9:42
9:45
9:48
9:51
9:55

汐見台南2丁目ロータリー
湊浜2丁目バス停
西原地区高台住宅団地入口
ＪＡ七ヶ浜農協前
笹山地区高台住宅団地入口
花渕浜割山
花渕バス停
吉田浜消防ポンプ車置き場前
吉田浜公民分館入り口前

水曜日・金曜日火曜日・木曜日

お問い合わせは、老人福祉センター「浜風」まで　☎357-4976

27 ●広報しちがはま 2019. 5. 1

世帯数　     6,692（ 27） 　   転入   91

　男   　     9,336（-24） 　   転出  134

　女   　     9,429（-24） 　   出生   12

　計   　   18,765（-48） 　   死亡   17

健康カレンダー
※お子さんの健康診査・健康相談・予防接種を

　　　　　　　　　　受ける際には、必ず母子健康手帳をご持参下さ
　　　　　　　　　　い。

とき 行事名 ところ 受付時間 対象・内容

5/7
母子健康
手帳交付

母子健康
センター

9:30 ～
10:30

病院から妊娠届出書を発行されて
いる方はお持ち下さい。当日ご都
合の悪い方はご連絡下さい。

8
1 歳児
健康相談

〃
9:15 ～
9:30

H30.3 月～ 4月生まれのお子さん

9
乳児
健康診査

〃
12:15～
12:30

H30.12.15 ～ H31.2.9 生まれのお子
さん

14

母子健康
手帳交付

〃
9:30 ～
10:30

病院から妊娠届出書を発行され
ている方はお持ち下さい。当日
ご都合の悪い方はご連絡下さい。

すこやか
健康相談
(マタニティ～キッズ )

〃
10:30～
11:30

母子健康手帳をお持ちください。

15
3 歳児
健診

〃
12:15～
12:30

H27.10.21 ～ 12.15 生まれのお子さん

16
BCG

予防接種
〃

14:00～
14:15

H30.10.9 ～ 12.16 生まれのお子さん

6/11
母子健康
手帳交付

〃
9:30 ～
10:30

病院から妊娠届出書を発行され
ている方はお持ち下さい。当日
ご都合の悪い方はご連絡下さい。

12
2 歳 6 か月児
歯科
健康診査

〃
9:15 ～
9:30

H28.11 ～ 12 月生まれのお子さん

　住宅用火災警報器は、消防法で設
置が義務付けられています。
　実際に火災が起きた時に備え、設
置・点検をお願いします。

お問い合わせは、七ヶ浜消防署まで　☎357-4349

七ヶ浜消防署からのお知らせ

お問い合わせは、七ヶ浜の恵みフェア実行委員会
（七ヶ浜町観光協会）まで　☎ 766-8205

●と　き　５月２６日（日）午前１０時～午後２時

●ところ　花渕浜多目的広場

七ヶ浜の恵みフェア 
「七の市１５周年記念」 

「仙台火力発電所運転開始６０周年記念」

　七ヶ浜産の地場産品の販売、
仙台火力発電所見学バスツ
アー、子供用エアートランポリ
ン、縁日コーナーなどイベン
ト、東北電力株式会社のゆる
キャラ「マカプゥ」と人型ロ
ボット「ペッパーくん」も遊び
に来ます。ぜひご来場くださ
い。
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連休中の公共施設の休館について

連休中の土曜日、日曜日を含めた公共施設における休館などの情報についてお知らせいたします。

人権なんでも相談所

６月５日（水）午前１０時～午後５時まで

　夫やパートナーからの暴力、お年寄りや子どもへの虐待、職場等におけるセクシャルハラスメント、い
じめや体罰、近所のトラブルなど、人権に関する相談について、人権擁護委員が相談に応じます。
　相談は無料で秘密は堅く守られます。どんなことでもお気軽にご相談下さい（受付は、午後４時まで）。

◇◆◇　相談場所　◇◆◇  

仙台法務局塩竈支局 ( 塩竈市 )

多賀城市社会福祉センター

松島町役場３階会議室

七ヶ浜町水道庁舎２階

利府町保健福祉センター

☆平日のご相談はこちらへどうぞ　 ☎022-362-2338
・女性の人権ホットライン　☎0570-070-810　
・子どもの人権 110 番　　　☎0120-007-110

主催：仙台法務局塩竈支局・塩釜人権擁護委員協議会
共催：塩竈市・多賀城市・松島町・七ヶ浜町・利府町

お問い合わせは、地域福祉課まで　☎357-7449

〇: 利用できる日

×: 閉庁、閉館

役場

生涯学習センター

図書センター

パターゴルフ場
スケートボード場

老人福祉センター

歴史資料館

町内スポーツ施設

アクアリーナ

七ヶ浜国際村

４月 ５月

２７

土

２８

日

２９

月

３０

火

１

水

２

木

３

金

４

土

５

日

６

月

７

火

× × × × × × × × × × 〇

〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 ×

〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 ×

× × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

〇 〇 × × × × × × × × ×

〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 ×

〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 ×

〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 ×

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

お問い合わせ先

022-357-2111

022-357-3302

022-357-4976

022-365-5567

（アクアゆめクラブ）
022-357-7920

022-357-7890

022-357-5931

※ご不明な点やお問い合わせは各施設へお願いいたします。


